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1 はじめに
近年，オープンソースソウトウェア (OSS)の利用
が増えている．しかし，OSS ベースの環境構築・カ
スタマイズ・運用は不慣れな管理者には難しく，その
ノウハウの組織を越えての共有も不十分である．我々
は，学校における OSS利用を容易にするべく，OSS
ベースの環境構築・カスタマイズを容易にするシステ
ムOPE(Open source based Platform for Education)
の開発をはじめた [1, 2]．OPEは，ユーザの所望する
完全な環境を，最小限の労力で構築する PC用環境構
築システムである．
そのために，1)簡単に使え，手間のかからないイン
ストーラ，2)ユーザ環境を自動構築する仕組み，3)環
境設定を共有する仕組みを提供する．現在，1)のため
にインストーラ opeを試作し [3]，2)のためにユーザ
環境の全設定を規定するスペックファイルとスペック
ファイルを元にインストール・設定を行うOPEユーザ
環境構築インストーラ opeuを作成し [4]，3)のために
CVSによりスペックファイルを管理している [2]．ま
た，これらを組合せ，OSと指定されたスペックファイ
ルが必要とするソフトウェアパッケージを 1枚のCD-
ROMにまとめるツール mkopecd.shを作成しており
[3, 5]，PCを本 CD-ROMで起動すれば簡単にユーザ
環境をインストールできる．本 CD-ROMをディスト
リビューション CD-ROMと呼ぶ．
本稿では，ディストリビューション CD-ROM作成
の詳細を述べる．なお，OPEはOSとしてFreeBSD[6]
を用い，FreeBSDのサードパーティソフトウェアイン
ストール機構である packagesを用いてソフトウェア
をインストールする．OPEは CD-ROMによるイン
ストールの他，ネットワーク等を用いたインストール
にも対応しているが，本稿では CD-ROMインストー
ルのみを対象とする．

2 ディストリビューションCD-ROMの作成
OPE を利用した FreeBSD のインストールを CD-

ROMから行うには，1)CD-ROMから PCを起動し
た際に opeを立ち上げ，2)distribsを CD-ROMから
HDDへ展開する必要がある．また，3)ソフトウェア
をCD-ROMからインストールするために，CD-ROM
の/packages以下に該当する packagesを記録しておく
必要がある．

1)は，sysinstallを opeに置き換えることで実現で
きる．2)は，opeにより行われるので，distribs.tgz,

∗On Making OPE Install CD-ROM
†SHIRAISHI, Keiichi, Takuma National College of Tech.

install.shを CD-ROMの/distribsに置く (図 1)こと
で実現できる．3)は，packagesを作成し，FreeBSD
portsシステムのルール通りのディレクトリ構成で配
置すれば実現できる．その際に，スペックファイルで
指定した packagesの他，依存する packagesも用意す
る必要がある．

/

base/ .../ boot/ packages/ distribs/

mfsroot.gz ... .../ install.sh distribs.tgz

図 1 ディストリビューション CD-ROMのディレク
トリ構成
ディストリビューションCD-ROMの構成 (図 1)は，

FreeBSDプロジェクトが配布しているインストール
CD-ROM(以下，公式CD-ROMと呼ぶ)の構成 (図 2)
との違いがほとんどない．従って，公式 CD-ROMに
対し OPEの変更点を適用すれば，ディストリビュー
ション CD-ROMを作成できる．

/

base/ .../ boot/ packages/

mfsroot.gz ... .../

図 2 FreeBSD 5.4-RELEASE disc1のディレクトリ
構成
公式 CD-ROM disc1 の/boot/mfsroot.gz は，

sysinstall を起動するためのファイルが記録された
ディスクイメージを gzipで圧縮したファイルである
(図 3)．mfsroot.gz を伸長し，sysinstall を ope に置
き換えれば 1)を実現できる．なお，この mfsroot.gz
が FDに入るサイズにするため，スタティックリンク
ライブラリを使い，opeをはじめ全ての実行形式を 1
個のバイナリファイル boot crunch にまとめておく
必要がある．

distribs.tgzは，図 4に示すディレクトリ構成のファ
イル群を固めたファイルである．
従って，ディストリビューション CD-ROMは以下
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/

bin -> /stand .../ stand/

-sh ... boot_crunch ... sysinstall ...

図 3 mfsrootのディレクトリ構成
/usr/

.../ distribs/ .../ local/ .../

INDEX general/ sample/ school/ .../

.../ ja-gnome2/ .../

Distribution.spec skel/

.../

.../

bin/ sbin/

... opeug opeu

図 4 distribsのディレクトリ構成

の手順で作成できる．

(1) opeを含む boot crunchをコンパイル

(2) opeugをコンパイル

(3) 公式 CD-ROMをコピー

(4) mfsroot.gz内に boot crunchをコピー

(5) distribs.tgzを作成

(6) packagesの不足分を作成・コピー

(7) CD-ROMイメージを作成

(8) CD-ROMの焼き付け

現在，以上の処理を行うシェルスクリプトmkopecd.sh
を実装しており，スペックファイル，公式 CD-ROM，
OPE配布物から自動的にディストリビューションCD-
ROM を作成できる (図 5)．

Summary: General User
Name: General_User
Release: 1.0
Group: general/user
Distributer: Tarou yamada
Notice:
%description

spec file

mkopecd.sh

pre-compiled packages

packages

order
packager

OPE CD-ROM

図 5 ディストリビューション CD-ROMの作成

3 動作確認
ディストリビューション CD-ROMを用いて PCへ
インストールし，環境設定ファイルとインストール済
パッケージを確認することで，1)期待通りにディスト
リビューションCD-ROMが作成されたか，2)指定し
たスペックファイル通りにインストールできたか確認
できる．
現在，FreeBSD 5.4-RELEASE ベースでの開発が
完了しており，サンプルスペックファイルを指定した
ディストリビューション CD-ROMの完全動作を確認
している．このスペックファイルは gnome2を主体と
するソフトウェア群をインストールし，WWWの閲
覧などデスクトップ利用のための設定を行う．

4 おわりに
OPEインストール CD-ROMであるディストリビ

ューションCD-ROM作成について述べた．ディストリ
ビューション CD-ROMは，FreeBSD公式 CD-ROM
に対し，1)インストーラの入れ換え，2)opeuとスペッ
クファイルの追加，3)指定されたスペックファイルが
必要とするソフトウェアパッケージの追加を行ったも
のであり，1枚で PC上にユーザがスペックファイル
によって指定した環境を構築できる．
今後，まずは 1)現在，人手で行っているディストリ
ビューション CD-ROMの動作確認の自動化，2)種々
のスペックファイルとそれを指定したディストリビュー
ション CD-ROM を用意するため，スペックファイル
の簡易作成機能とディストリビューション CD-ROM
作成機能をシームレスにつなげたツールの作成，とい
う課題を解決したいと考えている．
なお，本研究の一部は日本学術振興会科学研究費補
助金（基盤研究（C）課題番号 17600612）の助成を受
けて行われた．
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